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亜急性甲状腺炎の血清蛋白に関する研究
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表2　　亜急性甲状腺炎の1血L清蛋白分画
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図　2．亜急性甲状腺炎におけるα2－Globullnと病悩即1間との関係
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　表4　　慢性甲状腺炎の」血L清i蛋白分画　　　　　　　　　表5　甲状腺機能充巡ll1三のjflt清蛋陶分画

　症　　 例　Albumin　　　　Globulin％　　　　　　　　　　症　　　例　Albulllill　　　　Globulin％
一＿＿＿＿＿＿％＿＿く琶L＿αa＿＿＿乱．＿⊥．　　、　、＿＿一」益．．．塾＿＿一坐2＿．．．．旦一　γ、－

　1　上　　里チ　　　62．5　　　3，4　　　11．4　　　5．7　　　17。｛〕　　　　　　　　1　今　　非寸　　　　61．9　　　2．7　　　9，0　　　7．8　　　18．6

　2福　 量尺　　 60．3　　3・5　　11・2　　6・7　　18・3　　　　　 2σ卜　1嬢　　 70．6　　3．1　　9・0　　5・2　　12・1

　3右喬　詰　 49、7　 2，5　 9．3　　6．4　32．1　　　　 3滝　評く　　65、6　　・正．0　　8．1　　6，1　16．2

　41時・　日二1　　61，7　　2・7　　7・9　　6・4　　21・3　　　　　 4榿1　－’卜　　〔う6，7　　3・8　　7・6　　6・9　　15・〔｝

　5　＿L　　ルiて　　　66、2　　　2．8　　　7．8　　　7．1　　1｛i、1　　　　　　　　5　ノ」、　、｝｝と　　　72，1　　　3，0　　　7．6　　　6，1　　11．2

　6　匠蟹　　澗ぢ〔　　　67．0　　　2．4　　　7，8　　　7．4　　　15．・1　　　　　　　6　11∫　月【　　　〔う．LO　　　3．2　　　7、3　　　6．9　　18．〔i

　7d、岩りト　 69。1　　3・0　 7・8　　6・8　 13・3　　　　 7塩喬　1氏　　67。1　　2．7　　7．3　 5．5　17．4

　8　フ量く　藤　　　65．0　　　2・5　　　7・5　　　6・8　　18，2　　　　　　　　8　1止l　IIl　　　69．（》　　　2．8　　　7．2　　　4．3　　16．7

　9杉本　66・5　2・1　7・3　6・2　17・9　　　9外山　64・7　4・2　74　5・9　18・1
10　［日タ「1イビ　　　65・5　　　L8　　　6・6　　　5・4　　20・7　　　　　　　10　顎窺　　一ド　　　72．7　　　』・4　　　7・0　　　6．6　　　9．3

11　牙in　　口三1　　　6L　3　　　2・7　　　6。6　　　6。5　　　22・9　　　　　　　11　11　r　、1誘　　　　59．4　　　2，6　　　6．4　　　6．0　　　25．｛～

12旦矛　勃疋　　60。3　　2・7　　6・5　　6・0　 24・5　　　　　12会・　セ｝ヒ　　67・1　　4・、8　　6・3　　7・2　　14・7

13　翠　　川1　　　70・2　　　1・9　　　6・3　　　7・6　　14・〔｝　　　　　　13ヅく　　1村　　　63．3　　　・2・5　　　6・2　　　6・0　　22．0

14大1三1向　48・6　2・1　5・5　5・8　38・O　　　i4竹腰　66，（）　2．6　6・0　7・9　17・5

至璽遡．里一1L㌧rl．雀＿．賊＿讐二包．　平均曝63誰。，77曇1．。鰭（）．91黛ll．1

平均6 bP．22重。、57歪1．76譜，、62呈乳1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，　albUI1ユin　壱よ70．2r－48．6タ6，　澗λ，勾61．を｝±6．2ヌ6，　fど1一

臨齢1漱の改謝るにつれて・【・常1郎復する傾1句を示　gl。b・li1・は3・5～1・6％訓轟均2・5土0・5％・…暫k・b・dl・

した。　　　　　　　　　　　　　、　　　　．．　　、，礪，U・4～5・2％平均7・6土1・7％：β＆lobulinは7・6～

d）治療によるγ一91・b・1i・・の推移、：蝿性lll状｝i泉　5・5％ヨ陶6・4土勲・6％，γ一gl。bμli・｝よ38・0－13・3％

炎のユ血清蛋白分画で1よ地一globulinの増力11と同時に，・・平均2M土7・1％であり・慢性甲状腺炎に1枯いてこよ，γ

γ一gk）bulinの増加力馬認められたが，γ．－910bullnを副　　　globulinの増加とalbしtminの滅少を認める。一・・ノ∫，

腎皮質ホルモンによる治療経過を追って測建すると，　　　αrglobulinlα2・・globulin，β一glbbulin　lよjE常範囲内

表3，図4に示す如く，アーglQbullnも臨床症状の改　　　のものが多い。

善と共に低下して正常値に近づくことを認めた。　　　　　　4．　甲状腺機能充進症

　　3．慢性甲状腺炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲椥腺機能尤進症14例の血清蛋白分画は炎5に示す

　慢性甲状腺炎15例の血清蚤白分画は表4に示す如　　　如く，albumill　lよ72・7～59・4％，平均66・4土3・6％・
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　表6　　　∫悪1‘k町：1⊇リこ1毘」正重巨o）．1血需弩蛋1主1分lllli　　　　　　　　　　　　6，　丑偉示r【i狸k↓ト1｝1犬1腺連巨

　症　　例　Albumin　　　Globulin％　　　　　　　　単純性lrl状腺腫12例の1血曜1蛋白分画は炎7に力紮す如
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9安田　70．7　3、0　6．き｝6．313．7　　　1・対具く《
ユO　i躍　　【ll　　　71．2　　　2．1↓　　　6．2　　　5．　G　　l－1．6　　　　　　　　リ銅ノ1…10fダlj，　．女／生1｛｝r列‘ゐ）杉芝で4こを’川」し・，　1十ijこ祠’｝二”）し・レて：
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表7　締屯性甲状1［糊画血、撚田り｝・画　　　　・・一％，‘じ・n，・一・一・β　・コ1－

、1、、例。、、ll。、1　Gl。b。1、。％　－　1・　ll｛！1：l　ll：l　ll：111：i；

…漸「藷一詣暖も「17一滋　 ・酪｛1：lll：糊：11乙：1
貿躰．1・・4…9・・…1…　　　1：ll：1…ll：闘1：冒1：1
　岩屠激　1了：塾　箆：慧　サ：l　l：31そ：§　　り」4　そ：碁　18：ll　隷サ：1　量豊：鴇　窪2：冨

　1摺罎　麗：1　塾鴬　ζ麟　：：：：：　｝1薩　　　 5　建：§　1そ：二｝：　撒9　釜§：8　差乙：§

　1慕寛　1よ3　1：ζ　：1潟　よ夢畿：§　　　6　苧潟　19潔　器爵　i髭：二｛　｝彗慧

9山田．61・82・96・…　71…　性71：ll：｝i譜：1顯1乙：1
1？讐渠　孚1：1　ム：婁　1：§　ζ：塁捻：9　　　8　盛：崇　ζ：昌　塗♀：馨　オ舞：§　髭：量

12艾黶A、6一琢÷5、．1≒警豆11≒6－　91：ll：lll：陥ζ：lll：1

平均・…’ E1・2土1・・三・・7…5　1・1：ll：lll：111：ll塾：1

瀦膿1，麟鷺’膿灘髪1。，：瞥；菰1°llL　ll：l　l：llll：9湯：1撚

7．9－4．、％糊6。3。、，．9％，，．91。b。li。、、、，．6－　　・1：§1：1：器釜1：llミ｛：：｝

9・3％平均16・6土4・1％雲あ1’・ll1状腺機態プ〔進揃｛に　・1：l　ll：1器：l　ll：l　ll：1

繍雛L賦il欝濫1繍器驚女・1：垂1：1　ll　l　：l　ll：1
ある・一加1－・1・b・li・，・2－1・1…1…β一gl・1・・…は　　・1：l　l：i粥ll：l　ll：；；

ほ咄欄幽のものが多い・　　　　　　6　1・！6・・§・L・・欄撫
　　5，　｝昌養｛盤三1『1；りこll泉恥童　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3・6　　　9・8　　3｛〕・9　　39・5　　1b・2

悪酬撒　鯛ダゆ・備畑分・・i職・に示蜘　セ1・7照讃撚！獄ll：1
く・・1b・1・i・｝よ73・3～58・9％・1物67・9土‘1・3％，‘じr　　8　7・・】2・6斉Z・ili～5・。28・1
91、b，li。は小9～1．5タ6，平均3．1」、1．・％一・，…91・b・lli・　　　1・41’L　923・2－8・12呂・1

は、．1－．、，％，平均・，，。1．1％，β．gl。b、li。は9，・一　　・二1：1｛i｝：l　ll：l　ll：l　ll：1

4・5％平均6・8±1 D4％，・：・1・bulinlよ2°・4～11・2ヌ6・　1・1：1｝1：l　ll：l　l8：｝；ll：1

撮1撚辮こ灘tl奪臆駅は’「町琴石課、∬…璽1・臨『璽1、
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3．3土1．8％，α1位分画は14．9～3．1％，平均9．3」二2．5％，

α2位分嘩i1は51．4～21．7％，平均34．3出8．1％，β位分画

壱よ46．8～20．8タ6，　ざF均32．3±6．3％，　γf～セニク｝嘩覇1よ30．1～　　　　　　％

73％，平均20．8土5，6％である，以上の値を木実験に　　　70

おけるlllL清糖蛋白分匹亘iの正常値とみなして以下の成績

を判定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

　　2，　　111三老q｛klll｝1犬川｝iと多を

　亜急｛｛ll甲状腺炎13例において，その111L清糖蛋i丞：1分　　　50

画を，未治療時および治療経1働にしたがって検討を加

えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40．

　a）未治療時の糖蛋白分画，亜急性lll状腺炎の未治

麟1・尉る・　L瀞1蔽白分i111iは談9，図5朗≒す如　30
く，　τdbuluill　f立：う｝［匹麺昏柔3・1～0・6タ6，　再i乙」均1・5ニヒ0・8タ6，

α1位分画は22．6～5，9％，平均14．6土5．1％，α2位分【llli

は65．7～37，9％，平均5・．・土7．7％，β位1分画をよ26．4～　20ゴ

13．6％，　」ド」鴎ヲ19，4土3．3タ6，　γr、レ：ウ｝F［lioよ22．・1～9．4タ6，　」ド

均13．9±3．7％である。すオ働も皿陥性鯛尺腺炎に　10

おいてはα2位分画では113例中10例が高f【1謄1を示し，3

例が」1三常高f直な示している。次にα1僚分画において　　　0

は，13例中8例が高値を刀≒し，4例が正常範ll晒にあ

り，1例が低値を示した、、一・方albumin位分画およ

びβ位分画は，そのすべての例がjE常値ないし低値な　　　　図5．蝋1急性甲状腺炎の1自L清糖蛋白分画

示し，γ位分画でも旨≧例が工i三常値ないし低値を示し　　　　　　　　　（未治療時）

た。すなわち，亜急性甲状腺炎の米治療時において
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は，α2位分画の糖蚤白は増加している。前述のごと
く，、醜樹・状撒・・おいて樋、1・b・1…蝋肌　　％

ており，これはα2位糖蛋｝些1の増加と密接な関係なイガ　　　60

するごとく考えられるので，この点はd）においてあ

　表9　亜急iゴk甲状腺炎の血清糎｛蛋白分画
＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血

症例Alb、…　Gl…1・・％　　溺50
＿　　　．　　笈＿＿匁一＿＿聖＿＿盗　，．＿τ＿＿　　　位

1筒井1…　665・716・…　　塞
2井一ヒ0．65．960．920．612，0白
3肪〔　O．916、158，313．611．1
4金　 チト　　　1．1　　9，9　 53．7　　17．2　　18，1　　　　　　　40

5矢里予口　　 3．O　 l6，6　53．6　 16．2　 10．6

6記［二　に1　　　1．5　　11．8　　51．4　　22．6　　12，7

7　二ニ　　ホ寸　　　　0．8　　　1L1　　50．7　　22、1　　15．3

8寺　　沼く　　　3．1　　15．5　　47．6　　21．3　　12、5

9伊藤　L・13，547、32（～．411．8　　30
1｛｝　Fl1　　勃｛　　　　　1．4　　　22．1　　　46．8　　　19．｛｝　　　10．7

11糸井川　　LO　17．3　42．1　17．2　22、4
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12小林　1・322・641・418・915・8　　　篶12345678週
13小泉　2．420．0．37，921．718，0　　　　時　　病悩期間

平均1 ?B．81饗．15蛉71翼1，31窪1，7　図5離綿灘灘る儲駕2f鰯
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表10　　　　亜急性甲状彫夷炎の治療による1血清糖i蛋白分画および血沈値の推移　、

　　　　症　　　例　　　　治療期間　Albumin　　　　　　　Globulin％　　　　　　　　　1血エ沈イ1正〔
．　．『＿．．　．＿一＿（週）、＿．．一．一＿％＿．＿、α1．．　．α2．＿．＿β．．、「一．＿γ　．、、　．＿、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　L3　　　　　7，6　　　 65。7　　　 16．0　　　　9．4　　　　　 61～95
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1．5　　　　　　11，2　　　　　57，5　　　　　21，8　　　　　　8．0　　　　　　　25～　65

　　　1箔　　　井　　　　§　　　7：9　　　署：葦　　椙港　　　｝§：8　　18：2　　　そポこ器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　3，1　　　　　　　14，｛｝　　　　　42．9　　　　　　20，0　　　　　　20．O　　　　　　　　　l　6～　4・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5L51｛｝，549．826．511．7　17～46
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　｛｝，6　　　　　　　　5，9　　　　　　60，9　　　　　　20．6　　　　　　12．｛〕　　　　　　　　96、！129

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1．｛〕　　　　　8．4　　　　ξi3．5　　　 2L4　　　　15．7　　　　　 56f＞93
　　　2りト　 」∴　　　3　　1．4　　．L5，0　 1玉6．8　 23．6　 23，2　　 25～65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　1．6　　　　　　　　14，8　　　　　　37，9　　　　　　27，5　　　　　　五8．2　　　　　　　　　30～　65

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75．812．330．627．623．2　17～6｛｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　0，9　　　　　　　　16．1　　　　　　58．3　　　　　　13，6　　　　　　11．1　　　　　　　　129・㌔L38

　　　3　　原　　　　　　ム　　　1澤　　　1窪：9　　景藍潟　　翫§　　訟舞　　　器：こ139

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　8，6　　　　　　　7，8　　　　　24，3　　　　　38，9　　　　　20．4・　　　　　　　4．5～　86

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　l．1　　　　　9．9　　　 53．7　　　 「17．2　　　 ユ8．1　　　　　 99・～124
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2，6　　　　　　11，6　　　　　35，2　　　　　20．1　　　　　30，5　　　　　　　47．r｝　85

4　　｛瀧　　　　　」卜　　　　　　　　3　　　　　　　2・5　　　　　　　　9・9　　　　　32・8　　　　　24・3　　　　　3く｝・5　　　　　　　　・iO・．｝　75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　2．O　　　　　　l3．1　　　　37，1　　　　26，1　　　　2L7　　　　　　　4．7・一）83

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　2，5　　　　　　13，【｝　　　　32．1　　　　　24，2　　　　　28．2　　　　　　　1．1～　4．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　3，0　　　　　　　16，6　　　　　53。｛モ　　　　　16．2　　　　　10．6　　　　　　　123～127

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　3．7　　　　　　　23，8　　　　　31。5．　　　23，2　　　　　17，8　　　　　　　　70～10‘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　 6．2　　　　 20．4　　　 26，4　　　 25．2　　　 21．8　　　　　3〔｝｛》65

5矢野1」　　4　　4．6　　15．・1　3（）．8　26，3　22．9　　2g～60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　3．2　　　　　12．3　　　 35，9　　　 19．8　　　 28．8　　　　　 28～60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　2．5　　　　　　　16．9　　　　　38，1　　　　　22．2　　　　　2Q，3　　　　　　　　24～　5（⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　7，5　　　　　　14，4　　　　　27．5　　　　　28，2　　　　　22。4　　　　　　　14～　37

6江　　　口　　　　？　　　1潟　　　1ろ：§　　葦と宝　　器§　　｝§渥　　　　器：1諾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　O．8　　　　　1L1　　　　5f｝．7　　　 22。1　　　　15。3　　　　　 55～105

・二　村　l　l：l　ll：l　l雛　ll：1　｝1：1　1鵬ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　0。7　　　　　　　7．9　　　　　51，3　　　　　26，4　　　　　13，7　　　　　　　　55～　93　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　3．1　　　　　　　15．5　　　　　47，6　　　　　21，3　　　　　12，5　　　　　　　87～115

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．015．244、520．917，4　80～107
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　1．8　　　　　　　10．7　　　　　42，8　　　　　22，6　　　　　22，1　　　　　　　35～　73

8　　専　　　　　訓更　　　　　　　　5　　　　　　　2．1　　　　　　　12．4　　　　　40．9　　　　　23，2　　　　　21．4　　　　　　　　43・～　91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　L8　　　　　 8．1　　　　35。4　　　　19，1　　　　35．6　　　　　 15～34
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93，013．427。419．936，3　5～12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　2，5　　　　　　　　9．6　　　　　29，5　　　　　31，1　　　　　27、3　　　　　　　　　2～　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　1．0　　　　　　　13，5　　　　　47，3　　　　　26，4　　　　　11．8　　　　・　　115～130

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　5，1　　　　　　　　9．0　　　　　　39．1　　　　　20，8　　　　　　26，〔〕　　　　　　　100’｝12‘｝

・伊　藤　蓋　1：1　11：l　ll：1　｝1：l　iミ1：1　微撃i｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4、　　　　2．7　　　　　9．9　　　 33、3　　　 25．9　　　 28，2　　　　　36～8｛｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　3．7　　　　　　　12．9　　　　　27．2　　　　　12．9　　　　　3｛〕．8　　　　　　　　31～　4g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　．　1．4　　　　　　　22．1　　　　　46．8　　　　　19．0　　　　　10、7　　　　　　　　83－》115

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2．0　　　　　　　25．6　　　　　30，3　　　　　20．5　　　　　21．6　　　　　　　　31～　69

10　　rい　　　　　　カ｛　　　　　　　　　2　　　　　　　1．7　　　　　　　　9．0　　　　　　46、3　　　　　　2｛〕．6　　　　　　22．4　　　　　　　　83～109

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　2，3　　　　　　　25．4　　　　　28．4　　　　　23．6　　　　　20．3　　　　　　　　58～1｛｝0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　6，6　　　　　　　21，0　　　　　27．6　　　　　22．8　　　　　22．0　　　　　　　　25～　57

11糸井川　l　l：9　｝1港　ll：l　l！：l　ll：l　ll：119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　1．3　　　　　22．6　　　 41．4　　　 18．9　　　　15．8　　　　　 28～59

12小　林　l　l：l　il：l　ll：l　ll：l　ll：l　ll瑠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　 2．8　　　　　17。0　　　 24．9　　　34．7　　　 20．6　　　　　17～43

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　2．4　　　　　　　20，0　　　　　37．9　　　　　21．7　　　　　18．0　　　　　　　　97～130

・3小　泉　l　l：l　ll港　ll：l　ll：l　ll：l　l鰯1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　1．6　　　　　　22，3　　　　　37，2　　　　24．1　　　　　14．8　　　　　　　78～112
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図　7・　亜急性甲状［1決炎の治療による血清α21、完糖蛋il1分画の推移
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　　　。　　　　　　　　　　　b）晩位糖蛋白とゴ1埼悩期間との関係・先にαr

　　　　　　　　　　　　　　　冨lobUli11で検討した病悩期閲との関係を，α2位糖蝋

　　　　　　　　　　　　　　　白分i画に．っいても検討した。　図6に示す如く，　α2位二

　　　　　。　　　　　　　　　糖蛋白においては1菌悩期間1週のりitl例が高値をヵ≒し，

°　　　　　　　　以後病悩期間の撫・症例ほど低下する蜘‘ijを示してい

　。　　　　　　るが，病悩j醐8弐凶のり1鯛において硫．騙値を胴一
　　　　　　　　　　　　　　　ものがある。

　　　　．　　　　　　の治療による・・2位糖蛋白の｝ll｛移一IE創’騨状1隷
　゜　　　°　’。　　　　　　　　　　　　　．淡13例に対し，その治療経過にしたがって1血L清糖蛋肉

　　　　　　ゆ
゜。．．　．　　　　　を　腱したところ談1°・図7に示伽く・・職糖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛋白は臨床症状の改瀞するセこつれて低下して正常値に

　　　　　　。　●　　　　　　　　　　　　　　復した。ただし血L濤α2位糖蛋白の低下傾向は前述の

　　　。　　　。　　　　　　　　　　　　　　疏2－globulh1の場舎よりも一・層著明である。

　　Oo　O　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　d）α2位二1籍蚤白とα2一黛10hUlinとの関係，　jl匡急性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111状腺炎の未治療時・及び治癒後にそれぞれ測定した

　゜。　　　　　　　　　　　　　　　　　α2－glo［川玉il1とα2位粉彗蛋白との相関身係をもとめる

　　　　　　　　　　　　　　　●未治療時　　　と，図8のごとく・γ鵠＋0・64の相関々係を得たuす

　　　　　　　　　　　　　　　o治．癒時　　　なわち亘E急性甲二i犬腺炎においては，α2－globulhlとα2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位糖蛋白との閲に丑三の相関々係が認めら勲，血清蛋白

゜3° 附u白6°7°％　窒騰1・として嚇1脚・増〃・・二・・幽

図＆ 蜩蝠ﾜけるα2（｝1°t岨　　・・醐・辱撫鵬麟・盛・卿噺鵡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性甲状腺炎の病勢し1！ll定び）指標となる1直L沈醸の変1助な治

らためて検討した。叉亜急挫甲状腺炎の血濤蛋白分画　　　療経過に従って測定したところ，表10，図9に示す二

においては．γ一一globulinが増力IIしているが，γ位糖蛋　　　とく，臨床症状の改善と共にlnt沈値も改善される，、そ

白は増加を示さず，正常億ないし低値を示しているの　　　こで‘と2位糖蚕白と面耽繊との間に相関を求めると，

で・木症におけるγ一glQbulinの増加は糖蟹白とは関　　　図10に示す如くγ＝十〇．47の相関が認められた、，すな

係ないものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　わち，α2位糖蚤白IJ：珀耽値と密按な関係をf∫してい
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表11　　　躯堕側三lll｝リこ月」展夢乏ヴ）1血L矛［！f物彗至疑1豊1分賎瑚

　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り匹t｛　　　r列　　Albllnlin　　　　　　　（｝1〔，buiirl　タ6

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　＿．．．．．．．．＿＿＿．＿、．．．影．．．．．．、、1‘U、1、、、　、、、．（ど2　、．．．β　　 ．　．γ．．．幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　1　」∴　　堅チ　　　　4．2　　　1‘う．3　　44．，G　　　16．9　　　17，0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　ノ」、星1りト　　　　2，2　　　13。6　　・且3．β　　21・｛｝　　19・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3旺・暫3　111　　　2．O　　l1．7　 ・重3．・工　　2｛L　9　 22・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　4藍ゴ　セ頴　　　1．7　　14，6　 41．1　　2．L　8　　17、8

　　　　　　8　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　智1て　～尺　　　　2．1　　16、2　　40．・童　　13．7　　27．6

　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　o　・　　　　　　　　　　　　6　」二　　勝｛　　　　3．0　　　12．4　　　39．8　　　20．0　　　2‘韮．8

　　　　　　　　　　　　り
　　　　0　　　1　　　　　　　　　　　　7羽1　111　　2．8　11。1　38．5　24．7　22．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．舞牲　月1　　5．4　1・L6　3β・6　27・｛｝　16・4

．　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　91H匁1：デ乞　　　3，5　　1L8　　を｝6，・l　　l8．2　　30・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛｝4多　　ン1K　　　　2．6　　　7．1　　35．‘斗　　3D、6　　2．1．　l

　　　　　　　　　　　o　　●　　　　　　　　　　　　il苅く　｝1泰　　　1．7　　13．｛〕　：う｝｝．7　 23．：・｝　28．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　1三．ゴ　訓頂　　　　1．2　　　5．｛｝　　3：3．5　　　26．3　　　34、【｝

　　o　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　指鐸1　誇吉　　　　2ドi　　11．G　　　33，3　　　23．〔｝　　29．1

。　°　　　　　　　　誘5蟹鷺　　　11轟日擬　1：1　11：l　ll：l　ll：ll　l：1：l

　　O　　　O　 O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　＿＿．＿一＿＿＿．一』ヒ　　　、「　「　＿一．1＿＿＿＿＿「．＿．＿＿．＿　，．．．，．』＿．＿“r　』．＿＿　．＿．「「＿．、－馳1閲　．、』」』　．、＿　　＿．＿＿1

　　　・　・　　　　　　平均2曇。11気1議il．82匙：h　2蟹．，
　10　　　　　　　　 50　　　　　　　　　　　100　　　　　　mm

　　　　　　　　　　　血沈値　　　　廓す姻、1、川。、。位頒、．財．1筋，糊、．8

　図10・　ユiE憩、｛｛kl・｝1；［犬｝1泉：炎セニオ・｝1・ナるi霞L？1！矛α2‘』k樫｛蛋i杢1　　　二L　11タ6，‘n‘、レ：ラ♪1［蜥1よ1｛｝．3～5．096，　・1り｛り12，1：：h　2．9％，

　　　　　　　　と．・n・雌とのイ1…II刻　　　　　、，、位頒は44．6～28．9％1・肋37，、出4．8％，敵分、，1，i

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は30，6～13．7％平均22．4土4．1％，γ位分画は34．4．～

　　　3．慢性甲状腺炎　　　　　　　　　　　　　　　　16・4％，平均25・4土5・9％であ1）・慢性甲状腺炎1こおい

　’1」疑｛fLI干11犬il泉多乏15．1列看・二‡δ1’ナるifl嬬i穿オ籍蛋1覇づ＞1血i昏3：，　瀞乏11　　　　てlj：，　γムk濫1蓄丑動翁，　albUIllin位ニォ塾1灘モ1｛、L　α1・‘、k額ll二匠樟ユ，
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・と2鱗職白，附：糖蜘封のいずれも痢1三常ll瓶囲にあ

り，牛舗こ特徴的な所見は｝認められないn　　　　　　　　　衷12　il1状腺機能冗1建症の．血L清糖蛋i｛三1分画

，；羨腺鵬灘灘1おけ。1、清糖蛋、分，、、は，症例A・穿・・㌦・1｝11川1・・ズ・γ

炎12に示す如く，albumin僚う｝画は5，9～1，3％，平均　　　　1今　村　　2．2　11．7　46．4　21，9　17，8

3・4±」1・5タ多，　αlf立う｝1堅堕i尋歌16．0～5，6夕6，　二¶λ1幻12．6：と2．9　　　　　　2　jl∫　　月1　　　　1．9　　　5．6　　　43，1　　27．2　　　22．2

％，α2位分画は46・4～22・6％，平均33，8土6．9％，β他　　　　3横　井　．5・9　U・7　36・4　27・3　1持7

分画は40・9～23．0％，平均27．3土5，0％，γ位分画け　　411卜藤　4・614・135・62｛1・918・8

38，｛｝～16，8％．平均22．9土5，8タ6であり，各分1、lliともll旺　5小泉　3・815・93掃23・022・8

常範囲にある、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6田　中　　5・7　16・0　3：雪・2　28・3　16・8

　　5．悪性甲状腺胴重　　　　　　　7橋摂　3・114・°3°・72（1・°26・2

講騰瀞翻1鍵謬、耀潔　1諮ll罷灘鰍維1
土1．1％，α1位分画は21．2～10．4％，平均14．5ニヒ3．5タ6，　　．………｛…㎝「………｝…’　’一一一一…『』‘……”『國叩…’……¶州

・・働画・・・…一・・・…％・袖・・3・7・・7・・タ6，敵分…i　・F均：3副1．，1匙1．、3：≧1，，2蕪、愚1．，

1よ35．8～17．8タ6，　識1～：」勾2〔｝．2±5．9％，　γf、レ；丘＞i山Nよ26，1・～

15．7％，平均22，9土3．3％”ぐあり，各分画とも：！E常範1111

にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表13　　悪i生1［’1状腺｝匝の【飢清糖蛋白分lllLi

　　6．　単糸屯性甲状処1隻腫　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　・　　　　　　　　一一

　単純｛生qヨ状】腺腫8例における［自L清糖：蛋白分画は，火　　　　　症　　　例　Album111　　　　G正obulin％

脈示蜘く，、lb。m・唯頒、、瀧一、，露，納　一一一・・肱』L鵬一一βコ：

・・脇嘘糠19卜喘勅1・馳・1隷1：1｛1：1：ll：ll；：lll：1
％，α・齢齢44・3～28・°％，楠37・5止5・6％・敵　　3・．1・14・寸　1．714。339．92〔｝，623．5

分i邸t31・5～25・9％，　r瓦均28・5土33％γ位分1　・i。・k　4伊藤　1．716．53｛｝、825、020，。

26．3～14．3タ6，曾呂」勾20．8ニヒ4．8％で～セ）り，各分i噸ともrlE　　　　5‘女　1、［1　　4．3　21．2　30．5　22．0　22．0

常範囲にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6伊　藤　　3，4　13．8　27，5　27，5　27、8

　　　C・亜急性1．『1状11泉．炎における免疫グロブリン　　　　7メL　l」1　　2・8　10・4　26．8　35，8　24。2

　亜急性甲状腺炎の1飢源穿蚤白分顧では，α2・・globulin　　　8高　lLI　　2’4　12’2　£6’4　35’6　2：墨’4

の馳と購……9・・…1・・の駒・・、渦らオ・た・）で，　．堕墨L1ヱ運26・3　a巳。遇ど

濃霧繋欝蹴鰯轍グ゜ブリンの平均2歪・1鳩3聾・2窪　92臨

　　1．対照

、挺甥議膿；。鱗：1唾灘論鷺　表1肩・鞭・蜘脱1削繍頒

，1塀／（昭，平均1484．0土421．0㎎／46，1暫A578．4～61：L4η》／　　　　症　　　f列　Albumill　　　　Globし11il1％

認，楠249．・土121．吻／46，1。M329．．1～6・吻磁，　・・一一．・一％一、魚．＿一・＿一礁．．∴一

・陶165．3土67，5御惚であ。た．以．Lの1蝋躰実　11il・L　L713444・325・915・・

験鮒轍・・ブ・・…撚と臨　　1撒｝：111：1：｝1：lll：lll：1

　　2蓮急性甲状腺炎　　　　　　帰青r・12．・5．・・7．128。、2、、。
亘臆i’h甲状腺炎の鰍グ・ガリンについての測定　51111．li　5，86．336．331，9！9．7
は，患者の未治療i塩治療中，治癒時の：3時期に分け　　　ξ｝山ill‘｝　2．｛う　5．8　34．6　3（）．7　26．3

て測定を打なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7島　崎　　　1，4　19．7　32，1　3｛｝，8　15，0

　a）未治療時，戴急性甲状｝銀炎13例の未治療時1こお　　　　8鶴　見　　　2．7　14，3　28．0　31，8　23．2

隷瀧蹴㌦均熱惣幕驚’罐7；牙・五7i葺藩謳1∵蟹i
は488．5～179，2π塀／詔平均349．8土88．67解／46，IgM　lよ
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表15　正常免疫グロ　ブリン仙　　　　　　　　表16　亜急性甲状腺炎の免疫グロブリソ値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および1血L中自己抗体（未治療時）
　翌註三　例　　　　　　　　immuno910bしIlin　71呼／d彫

＿＿＿．一＿．＿照＿＿ユ9ム＿＿塑、一　　陥氏塙imm、m窟。1。b。1i1，㎎／46　TA　CF
　　　　1　　　　2188　　　162，4　　　81，0　　　　　－…＿＿＿＿一＿＿ユ£⊆L＿＿1チA－＿ユ鯉一一　．、＿＿＿＿

　　　　21932248，｛｝249，9　1σ卜1蠕440046L6285．6（一）ニヒ
　　　　3　　　　　　　1852　　　　　578．4　　　　　　82．5　　　　　　　　　　2　」卜　　、ヒ　　　3772　　　300．0　　226．5　　　（一）　　　　土

　　　　・1　　　　　1796　　　 305．6　　　　98，7　　　　　　　3調洗　」卜　　3772　　335，2　　19｛う．2　　（：一）　　 こヒ

　リ，　　5　　　　　　　1692　　　　　336，0　　　　　213．3　　　　　　　　　　4　ノ」、　　｝艮　　　　3・i1．1　　370．4　　　267．9　　　（「一）　　　　土

　　　　6　　　　　　　　1688　　　　　　128．0　　　　　　107．1　　　　　　　　　　　5　　　賜（　　　　　2892　　　359，2　　　3｛〕3．3　　　（一）　　　　2×

　　　　71380434．413〔｝，8　6f絢，卜2740370．4267．9（一）2x
　　　　8　　　　　1368　　　 305．6　　　　98．7　　　　　　 圏7二1：　差殻　　 2728　　179．2　　14王．6　　（一）　　16×

　　　　9　　　　　　　1292　　　　　143。2　　　　　123，9　　　　　　　　　　8　’皐　　”く　　　2668　　　383．2　　226．5　　　（一）　　　　二L

　　　10　　　　　　　1292　　　　　225．0　　　　　151．2　　　　　　　　　　9　矢璽f口　　　　2524　　　488．5　　24．30　　　（一）　　　　1x

　｛ノ1…　　11　　　　　　　1136　　　　　　157．6　　　　　　6【）．O　　　　　　　　　　lO　：：ニ　　ィ；・，　　　　2452　　　312．0　　　3〔｝3．3　　　（一）　　　　土

　　　12　　　　　　　1136　　　　　241．6　　　　　132．9　　　　　　　　　11　イ」、　　材く　　　2320　　　461．6　　　188．4　　　（一）　　　32×

　　　13　　　　　　　　1120　　　　　　280．ξ｝　　　　　117，9　　　　　　　　　　12　1il　守尺　　　　2056　　　324．｛，　　：303．3　　　（一）　　　32x

　　　1・1　　　　　　　　8し｝4　　　　　　　66．4　　　　　　123．⊆，　　　　　　　　　　13　糸jlリll　　　　608　　　2G1、（う　　597．9　　　（一）　　　　1×

÷一一2；：：欄一器　マ均難、・蟹、器、

　　　　22124336。0225。6
　　　　3　　　　　　2032　　　　　143，2　　　　　132．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ　　4　　　　　　　　1976　　　　　　241，6　　　　　　200．1　　　　　　　　　　　dε

女5　1744　112・〔》　288・6　　500。
　　6　　　　　　1｛580　　　　　218。4　　　　　329，4

　　7164｛｝2・18．0237．1～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　8　　　　　　　　152｛｝　　　　　225，6　　　　　　160．8

　　9　　　　　　　1368　　　　　612．8　　　　　200・1　　　　　　　　　4000・

　　10　　　　　　　1368　　　　　225，6　　　　　170．1　　　　　　　　　　　　　　　・　　　o

｛生　　11　　　　　　　1220　　　　　225．6　　　　　287．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　12　　　　　　　1220　　　　　318，4　　　　　189，9

　　13　　　　　　　122監）　　　　　261，6　　　　　151，2　　　　　　　　　3000　　　　．

　　14　　　　王136　　　190，4　　　243．0　　　　　　　　　．　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　王5　　　　　　　　608　　　　　　　97．6　　　　　　1Q7．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒，藺゜●　脚凹藺一「卿一圃’

平均　1蟹。2望il1．、16盤，．5　2°°°

597．9～141．6η解／46，　識1ム均273．2土105．3”塀／（昭いc～セ）る、，

すなわち，IgGにおいては313例中1（）例が高値な，2　　　1000

例が正常高値を，1例が低領を示した。一方IgAに

おいては企例が正常範囲内にあり，IgMにっいては

13例中1例が高値を示すのみで，残り12例は疋常高値

であった。すなわち亜急性甲状腺炎の未治療時におけ
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る触グ゜ブリンは盾f卿1！醐働である・　図桐li急幽・撒炎の鮫・・ブ・瀬
b）治療による免疫夘ブリソの推移・治療中の免　　　　　　（未治療時）

疫グロブリソ値は，表17，図12に示す如く，IgGは

4028～1584解／認，平均2789．o土603．o謬／認，　IgAは　　　なわち，　IgGにおいては，13例1十r　9例が高値なしめ

4888～1704㎎／認，平均334・8±13．4卿／46，IgMは　　　し，残り4例が正常高値をしめした。…一ツ∫IgAにお

432，9～129．3御／（昭，平均299．0土73．7解／詔である。す　　　いてほ，未治療時と比較してその値の変動があまりな
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表17亜急性甲状腺多乏の免疫グロプリソ値　　　　　　　表18亜急性1［1状腺炎の免疫グ1・ヅリン値

　　　　　および匡IL中ド：1己抗体（治療「1「1）　　　　　　　　　　　llδ」；’び血1【1自己抗体（治癒11与り

ハら．瓜：ζ各　immtmりBlo1）ulin　1’》／〔∫6　TA　 CF　　 ハら．瓜1名　 immしmQ鼠k，bulh1”些7／d履　TA　 CF
－、．．．．．一　　．一　里旦＿　1ジ，ム．一＿一ユ鯉．．　、　、．．．＿．．、　　．、「．、＿　．、「．…照1・、、、．．1閉．A＿一．1ジM

　1fJl’　1∫イ尋　　328｛｝　 348，0　 256．2　．（一）　　8×　　　　　1　fjl’　〕f餐　　 3124　　324．｛｝　 21i：L【｝　 （「・一）　　．1：、

　2　，卜　　」：　　　3280　　　280．0　　　243．〔｝　　（’一）　　　　8コ＜　　　　　　　2　り1：　　ヒ　　　　2584　　　256．8　　　188．・1　　　・・IJρ　　　　呂㌔

　3　釜註　　りト　　　4028　　　291．2　　　174，3　　　（．一、）　　　16×　　　　　　　3　．石註　　、川：　　　2972　　　24｛う．4　　　、11㍉｛L8　　　（一』一．）　　　i6＞、

　4　ノ」、　　｝艮　　　　258・i　　280．｛｝　　267，9　　　（一）　　　32×　　　　　　　、1　！1、　　．｝艮　　　　、1212　　　335．2　　　267、g　　　（一一，）　　　4．・、

　5　　　煽（　　　　　3040　　　370．．1　　294、6　　　（一ρ）　　　4×　　　　　　　6　“「↑1　－」卜　　　　1752　　　28〔｝，‘）　　24：．；．｛｝　　（一・．・｝　　32．・1

　6　乖窮　　りト　　　　1584　　　17‘｝．4　　　226，5　　　（』一．）　　　16：く　　　　　　　7　，」二　｝↑ヒ　　　2【）51｝　　196．1）　　　1：35．6　　　（．一・，，　　　　、．L

　7：・L l塁二　3352　291．2　129．3　（一）　 2×　　　 8江、lj…　～尺　 2452　38：・L　2　22｛㍉5　（㌧）　：｝露∵

　8　『箏　　～尺　　　　2320　　　370，4　　　267．9　　　（一）　　　8x　　　　　　　9　ク乏聾lrII　　　2252　　　：｝7｛L．1　　ユ96．2　　　（・一）　　　16：㌔

　9　矢璽fl．，、1　　　2・152　　　359、2　　　226．5　　　（一．）　　　32x　　　　　　　ll　ノ」、　　非駐　　　　212｛｝　　335．2　　　2‘｝：．3．7　　　（…　ン　　　16×

　10　二二　　4ζ寸　　　2524　　　396，0　　　350．1　　　（一）　　　　」二　　　　　　12　iい　　～尺　　　　2972　　　29L2　　　2ξ～7．9　　　（・…｝　　：・321ド

ll劣焚　螺1　翻：l　ll：｝：l　l：1　3畿　　　h濯一一一瓦．貌111・9…触｝講．62骸諺、，、

13糸井川　　3040　488．8　・132．9　（一，　16x

平均望ll合1。3：製il．．、2讐ヶ1．，　　　。9　　　　　㎎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dL　　　　　　　　　　　　　　　　　《処

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5000　　　　　　　　　　　　　　　　ε00
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図　13．　　璽1郵急，｛ノhl『1｝1犬堰壁，炎の免り喪iク“下コブリ　ンnll〔

　　　　　　　　　　　　　　　（論舞あ薫1殉つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ≒『－」陶女［1く，　　1暮G・O．！二4212、・・1752’梶7／（1召，　：、1え∫幻26、IgJ転虹

図12－II1細1状l血堰F1怨疫グPブ蝋　　・・71・・嘱1・一…－196・⑪・・／・・，佛・1…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55．6㎎／46，工＆Mは267，9～135．67r轡／46，平均213．3土

く全例が正常範囲内にある。IgMにおいては2例が　　　42・O㎎／46，である。すなわち，　IgGにおいては10例

高値を示すのみで他は正常値である。　　　　　　　　　中6例が高億をガ≒している。1琶Aでは未治療時，治

　治癒日寺㌍ニォδレナる免窒星どグ’ロフ“リ　ン看｝1聾よ，　努乏18，　図13ウ．二　　　　　重寮1…辱と114煮差を二ぐこ伊1ヵミ了1三需を窺竃μi｛「勺｝、二あ　り，　IgNI　いぐ・叡匿↑：
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例が，d三常範田11ノヨにある。

以上の如く，亜急性甲状｝i泉炎においては，正gG専よ高仙　　　　32X．

を示すものが多く，治療によって臨床症状が改ll年した

時，期においてもなお高値を示すものがすくなくない。　　　　16X－

一一福hgAならびにIgMはすべて〔ll常範1』［・】内にある，，

　c）免疫グロブリンとγ．冨k｝bulinとの関係＿亜急　　　8X’

性甲状腺炎の免疫グr2ブリソの中でIg（…は図11σ）如

く，米治榊！1・にi離1を示し治療によって臨㈹，蹴が　　4N

改薄した時期においても，図12，13の如く，なお高1直

を示している。そこで諌糠i祉治癒時とのlgG　2x“

の億について有意・濃の検楚をおこなったところ，Pン
。．25であ。て、1賭の1、G｝。賄意嚇齢とめら　1X

れない・ド訪・．－91。b・11i・鴫徽三糖’改謝一るにつ　（＋）．

れて正常1雌こ近づく。すなわち，γgk，bulh1仙の治　　　　一

瘍副こよる：ll三噺穿イヒ々よ1慕Gユ払タトび）もの壱二1舞H系力えあると．考　　　　
（＿〉

えられる、，

〃’、、

汐　　　　　＼、＼

ノ・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘヒ　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　
　d）孤急性lll状腺炎に㌃δける1血中白己抗f4ら蝋急｛ノk　未治治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごム
鰍腺炎における臨1舳・1拙燃についてを・1・－hy・螂　　　　撮　　療　　癒

10bulin抗原に対するTA－tesいnicrQSOme拍舗1に対　時中時
する補体結含反応を未治療時・治療巾，治癒時につい　　　　図14，　薫急性lrl状腺炎の擁li体結台反応抗体飾iの

て測定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推移

　　1・抗tllro91。bulhユ抗体　　　　　　　　　　　　未治療時16×を示しノこ症例7は，治療中に2×と低下

TA・－t…で朧した鵬・は談16繭≒一蜘く溜㌃　し論齢で｝、h（土）と，そのわ欄、iliが｛邸し坤1も

脳で齢例が灘・赫した・難表五7卿く撒1［1 @翅。
にオ・いても全例が陰｛ゴkであったが冶癒1艦は表18の　以」、の潮蜥ミき1也の糊で幡臨床寵個と共に抗

奴1。伽1例が陽｛竺1・であ・た・ただしその抗1イ㈱叡　綿1吐タ観ているΩ

低いものであった・　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち亜急｛生甲状腺多乏における抗micrOSQ翼11e抗

　以上の如く，1匝急性i：fl状腺炎においてはdly「09『　　体の抗体伽ll濫臨床経過が畏くなると共1こ上昇する傾向

1・b・li曲伽謝する裡欄11隅靴きわめて低い～』の　がある、，

である゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　1血L中rl己抗体とIgGとの関係

　　2・抗micr・・。m・媚4‘　　　　　　1｛ll急糊・・状｝鮫右・オ、けるTA・t・・U揃1鈎姐，
・　　㈱餓応（CFと“1各“りでは・表16両鋤ilく・　畑伽，棚ζ。おいて陰i　，であるの一・三，　TA－t，，・と

未治療時では13例lll6f列が（十）を，2例が1xを，　　　1鍔Gとの関係を求めることはてきないが，1繧GとCF

他の2例が2・を示し・掘イ∫　lliが低いものが多い・・治　抗1棚iとの関鰍よ，ノ乏16で示す姐構療11彗・にll　腱し．

療中において職17廟≒す如く・1例が（土）を，2　た翻｛例は1窟Gが高し・4．のほどCF抗ll・liiliが低い傾

例が2×を，1例が4×を示したQすなわち13例ll44　　向を示している。すなわち症例1～6で1よ，1阻G値が

’例は抗・体lllliが比1咬的低いが，残iり9例は抗体価が高　　　｝lillいのに反しCF抗休lllliは低く，症例IL　12ではIgG

い。治癒時で醸18に示す如く，1例が（土），2例　値が｛氏いのに反し，CF抗佛ll｝塙い・しかし蓑17，

が4xと低い抗体1［Hiを示しているが，残り7例では8　　18に示す如く・治療中・治癒i時・ではこの様な傾向は認

×，16×，32×と高い抗体価を示していゐ。…・般に抗　　　められない。

micrOS。me抗f考‘の抗倒li［iは図14の如く，臨床経過力壕

進むにつれて高くなって来るが，灘1111・おいては、　　　III考　按

未治療時32×，治療中32×，治癒時16×と一貫して高　　　　亜急性甲状腺炎は【！qQuervainDによりakuヒe　ulld

い抗体価を示し，症例12では，未治療時32x，治療中　　subakute　nicllt　eitrige　Thyreoidi亡isとして記述さ

2×，治癒時32xと治療中に抗体価の一1半昂的低下をみ　　　れたものであるが，璽｛i急性ないし慢性の甲状腺炎とし

たが，治癒時に再度抗体llliの上昇を示しているゲー方　ては・この他にRi・dd氏1獣腺炎2°）・檎祇甲塊燃
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1睡2D，などがある。これら3型の甲状腺炎の概念につ　　　るロこの，1；旦はさらに急性期，慢性期に細分さlll・急性

いては種々の論識がおこり，その異同が論じられた　　　期ではalbUlllinの減少，α2－Bk，bulillの増〃ll，β・

が，1931年Graham22）がRiedel氏rlコ状腺炎と橋木氏　　　曾1Qbuli11のま曽加，γ一落ll，bulinの1陶劇．渤llがみられ，

甲状腺腫とを分離し，またCrile4）等が1948年亜急性　　慢性期に二裕いては，γ2拷1｛，bulinの増加1γ．鰐1⊂♪1川hll

甲状腺炎の概念を確．立して現在に至．っている。教室の　　　の高度増加がみらオ’しる、，

飯1．［／l5）も」IE忍i生ITI状〕腺炎，橋本氏甲状！腺腫および　　　　著凝の亜急性lil状）i｝｝1炎の未治療時｝こオ書けるllll清∫知「I

Riedel氏ll1状腺、炎等のlll状腺腫を’病理糸il織単的に検　　　分lli1iの成績で1；k，　albUminの減少，α2鍔1｛｝1川lh1蹴ら

F1寸してその暴同を論じている，，　　　　　　　　　　　　　　びにγκ1く】bu員nの1曽加がみ．られたが，　∴の成績1、ll

　亜急性IP状腺炎のlllL清蛋白分i瞭・二ついては，　Sku　　　SkHlcrn8），　Stemmerman｛1｝，　L条1°），　I　I野原1D算の1」駕

lern8）23），　Stemmerman9）μ）報告を初めとして多くの　　　績とよく一致している。撫｝・，宮階のll1｛例ではII｝1’悩期闘

成績が．発表されているが，その特徴としてi丘1清alb　　　に長短があるのでト‘ご291（lbulinと病・悩期間と‘ハ関右犠

uminσ）減少と，α2・gl（，buhlLト∫、ilびγgl‘，bum1び）　　を調査したところ，発病後間もない症例て』は兜κ1｛，b

増加があげられている。いずれも，TiseHuS法，1慮　　　ulin　lよ高いが，ソ鵬病後時llの経瀬する儒つれて』｝ず

紙璽気泳動法による成繍である。血満蛋白成分の分析　　　かに低下する傾向な認めた1，さらに治療に．｝：イ，唖

法は，濾紙電気泳動泄1の臨床甑学への翠；人によって褥　　　怠i（⊃bulinσ）推移をみると，鞠一gl‘，1川1inは新腎療開始後

しく発拠した，，この力法は支持体電べ鳥泳動法（Z｛，n6　　次第1・二低1ドし，臨床症状の改，1“1するに’）hてII淵を値ひ’，

electrσqhし，resis）の一）であって，支持体醸気泳動法　　　復する傾向を認めた、，したがって，ごκ2瀦k》1川huぱ11巨

1よその支婚休として濾紙，寒尺ゲル等い∠〕いろのもの　　　急性lil状腺炎の病勢と轡1接な関藤壱ご以って変動する4，

を使用することによりlnl清蛋白な分llljiさせる力法であ　　　のと疹えられる、，また藷撫よ撫の甲状腺疾患にっいて

る。日本においては従来濾紙梶気泳動法がもっぱら用　　　も【幡》蛋由分画な測定したが，慢性甲状腺炎にオ5いて

いられていたが，K・h・卵1究2D25｝により糸購1の濾過　γgl。bulinヴ）増〃11を，　IP状腺機能：∫t遡、1｛の部の4、

材として供給されていたセルローズアセテート膜をE　　のにγ一宮lol）ulinの1隆度増加を1認めた、しかし，α窺・・

気泳動分析や免疫沈降反応セご用いることが可能とな　　κ10bulinの増加を示すITI状腺疾患は1∬i急性Ill状腺炎

り，臼本においても本法が次第に多く用いられるよう　　　の他にはみられ．なかった。ところで，al1川mi11の減

になった。小川26）によると・セルローズアセテー1・膜　　　少，α2謂1【｝bulinの増加はWuhrmaml　Wtmdlyの分

を使用する法は講糧の試llこ剛塒間にすぐ才tた精度　類・・）で1鰯乏齢胴時に増殖｛・k病変烈の垣矯にく、，凝漁

の分析結果の得られる点が特」乏であるとされている・　　　るから，勉鰐10bulinにっいてさらに倹諦r嫁｝必要が

著者が対照にっいてセルローズアセテート膜を使用し　　ある。，とこで薪者は，炎畳鯉），膠原病3D，悪性｝ll員瘍鋤肝

て備蛋白分析を行なった成績唱よ，・ib・mi・73・1土　機白旨i噺謄32）等の際にナ融1すると灘、，れているlnL液凱腎

3・1％，・r91・b・U・2・7土3・5％…2－91。b・1i・5・9土1｝・9　蛋白頒　のlii腱鮒なった。その成績に、1；才1ば一騰

％1β一gl・b・1i・5・8土o，7％，γ一gl・b・1i1・12・5土2・3％　1剣’蜘腺麹）来治療時において1よ・、　f、蹴蘇1が増〃11

であって・この成績は諸家の1’轍26）27）と」；く一致して　1．ているが，他の頒i蝋1蔽白はすべて11、常範隙瀞，

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。亜，出性甲状1擦炎の糖蛋白については橘3Dらがα

臨床上1備頚白・｝画の欄ぬ鋤を種妃）1魏・に飢・　鰍脚肋増加を幸購しているが一瀦の調憾戴効、

て観察し，これを1つの群像として類型化しようとす　　　ぎりでは，この他の研究発喪はみられない，、さらに亜

る試みが行なわれているが，Wuhrmau［［Wulldl｝・28）は　　　；酬’1三li・1状ll泉炎におけるα2位糖蛋白について病悩期閻

頚旺清蛋白分画の他に，［血耽，総蚤白濃度，A／G比およ　　　との関係1治療による推移等を検討したところ，α2一

び諸種」血清膠質反応を1司時に観察し，その病像を4群　　　91Qbulil1の場合と全く同様の変動を示し，‘ゼ2位糖蛋

に分類しているqこれを亜急性甲状腺炎をこっいて考察　　　白とα2－globullnとの問にはγ繍＋Q．64の料1関を認め

してみると，第2群の亜急性炎症。慢性炎症ないし増　　　た。＄eibert33）もα2－・藤obulinは糖蚤白と・冑fして増

殖1生柄i変型がこれ弘：相噺すると考えられる，、すなわら　　　減すると述べている。さらに1血L沈値は」艮1急｛生甲状腺多と

本群においてほalbuminの減少，‘粉globuli1亀とひ　　　の病勢判定上蓑要な指標とな著，ので，α2位擶蛋白と

globulinの隆度増加，γ一810bulinの増か【1が特徴とさ　　血沈値との関係を隔自求したところγ罵＋0．47の相関を

れている。三好29）もll旺清蛋白の病態分類を行ない・こ　　　認めた。したがって，α2位糖蛋白は血沈縦‘と4♪関係

れを9型に分類しているが，第4型の感作，感染型力二　　があるようであるβ一・方，亜急ll［甲状腺炎に：㌃5いてほ

亜急性甲状腺炎の蛋白分画の変化に相当すると考えら　　γ一globulinが増加しているが，γ位糖蟹由はIE‘詳をで
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　あることから，γ一g】obulinの増加はγ位糖蛋白と11こ　　おけるγ一globulillが発病初IUjに増加し，副腎皮質アト

　関係のないことが確認された。また1匝急性甲状腺炎以　　　ルモンによる治療によって減少して正常値に近づくこ

　外の甲状腺疾患においては糖蜘奎1はすべて正常範11琳二　　　とを1り1かにしたが，この分凶iに1萬する免疫グ四ヅリソ

　あることが判明した。したがって亜急性甲状腺炎1こ1｝δ　　についても追求した。免疫グロブリン1よその彪気泳動

　けるα2偉糖蛋白の増加は本童ll三に特何のものと考えら　　　法による易動度から三kとしてγ分画に認められるの

　れる、、血清糖蛋白の分類については種々の見解があっ　　　で，以前は免疫グロブリソとγ…禽1〔｝bulil1とは1司じ意

　て，今日でも統一的見解はないが，Meyer3哩）はhcxo　　　味で使用されたこともあった。しかし抗休のあ為もの

　Samin｛角第糖類と！）eptideとが化’津的につ」二く結　　　はγgl‘，bulh≧分画よりも大きな易動度右’持ち，楽た

　合したもの（protein　Carl）ohydraye　c‘）mPlex）を　　抗休と関係のない蛋白でもγ一glohulin分画に含東れ

　hexo5amil1含有轍から分類し，4％以h含むものを　　る、二とより，抗休f／1用をもっ一づi巨の臓白群をγ・・鼠1〔，b・

　mucて）id・二れ1；｝：（さらに糖，霞を主成分とするmUc〔〕id　　ulh1とは別に免疫グロブリンと呼ぶよう｝こなった樹，，

　　と，蛋白を三1三成分とするmuCOpr（，teinとに分けられ　　　免疫グμブリンqlには現在では少なくとも5種，すな

　る），4％以下のものな郎ycoproteinと命名してい　　　わちIgG，1窟A，1鼠M，正gD，1琶Eがあるとされ，そ

　る。11三ン」誓35）の分類では，glycQprQtei11は狭二溌のgly　1　　の各々の相畏点も1ま冨明らかにされた46）47）48〕4°）、，〕iU

　cOproteh1（多糖類と蛋1翁がゆるく結合しているもの）　　1｝1，）5エ）は1募G，塘A，互gMの3種の免疫グロブリγの

　　と，慕klcidamin（多糖類と蛋白がかたく結合したも　　　定蹴法を硫、ンニし，これを利川して疾患時の変動を追求

　μ））と2者に分類されている。また［nL清α2位糖蛋ih　　　してい為、、本邦では，さらにll」村47），松橋48），右田㈲

　分画にはα2－macr。鰹1・bulin，11apt〔）9玉obulh1・ceru・　’1描免疫グ・ブリンの疾1む、時の変鋤ならびにその意轟

　loPlasmin，　prQthromb圭馬　Tllymxi旦1　bi且｝dh19　pro・　　　を発表しているく，すなわち，　IgA　lよアレルギーに関係

　tein，など36）が属するが，教室の小林37）は甲状腺疾患、　　ある抗体とされ小yl三期には少ない成分で，細菌または

　における鰯論性螢白をイリ院するために1血L清ceru・　ビールス1藤染のとき，肝硬変，膠原り湾，臼己免疫疾患

　loplaSu：inならびに血清銅を測矩したところ、麗急性　　　等の際に増加し，　mac1Q91Qbulinaemiaの際に減少す

　甲状腺炎においては両器とも蓑しい高値を示すことな　　　る。1罵Mは免疫初期の抗体がこれに属し，寒冷凝集

　認めている。ceruloplasmin　l止α3位糖i蟹肉の一・種で　　　索病章膠原病，肝硬変などのときに増加する。　Ig（｝

　あって，劒の貯蔵型、あるいは線維素溶解酵素におト㌃　　は免疫グロブリソのうち殻も粛要なもので免疫抗体の

　る補酵素であると考えられ3暁　また鉄代謝とも密接な　　　大部分はこれに属する。教盗0）野村53）は橋木氏甲脚匪i

　関係を宥しているが39），cerulQplasllli肛1の変動が』祷者　　　腫においては，　IgGが窩しく増加するが，1解Aはすべ

　の測定したα21血糖蛋由のそれと一致することは興味　　　て正常範四，工gM大部分jl三常範聞にあることを報告し

　ぶかい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。藩者の亜思性甲状腺炎において測簸した成績

　　、ば旺満糖蛋白の産生楊所は主として肝であるという見　　　では，未治療時，副腎皮質ホルモンをこよる治療中，治

一’　ｿ覇疲配的であるが，亜急柑甲状腺炎や膠原病などに　　　癒時を通じて一寅してIgGの増加を見ている。…方，

　おいて1血繭糖蛋白が異常に増加することは肝における　　　γ一寓lobulinは治療に．Lり正常値に近づく傾向を示した

　産生の充進のみでは説明することは幽難である。鶴見　　　から，治療による7一墓lobuliuの減少i二はIg（｝以外

　4・）は血清糖蛋白体の増加の原因について，D組織破　のものが閾係していると考えられる・

　壊に由来するもの，2）細胞新生と関係のあるもの，　　　　亜急性甲状腺淡禰博け樹1己抗体の陽性尋｛は15％～

　の2点をあげている。教室の飯田5）にょれば，亜急性　　　3〔｝％で，その身プ〔体fllliも低く，絶現も一一測’llであるとさ

　　甲状腺炎の病理組織学的変化としては濾胞の破壊，濾　　　れている15（16）薔者の成績においても抗tllyr〔，gl｛，bしilin

　胞上皮細胞の増殖，閲質の増殖等があげられている　　抗体を証明するTA－testでは陽性率はきオめて低く・

　から、鶴見①の見解に従えば木症においてα2位糖蛋　　諸家の報告と…致している。一方抗micrQS（，m碍）t休

　　白が増加することは翻，に理解されることである。　　を言醐する襯櫓｛ヤ友応では纏瞭1臨二おいては陽1’k

　　甲状腺疾患における甲状」1蜘職に対する1三i己抗体　　率は高かったが，その抗f4紬ば一碑とに低いものであっ

　　は，Roitt＆Dolliach4D等の研究により慢性甲；1犬腺炎　　た‘，しかU臨床経遡が進むと共に二との抗休価はや蕊lf｛1

　　において初めて検出され，以後多くの研究42）43）4のにょ　　　くなる傾向を示した。TA　tes亡と補体結合反応1，kそ

　　り∬江中自己抗体が慢性甲状腺炎のみでなく，甲状腺機　　　の検繊する抗体がそれぞれ異なるのでその意菰も異な

　能充進症，亜急性甲状腺炎，甲状腺腫瘍などにおいて　　る。補体結合反応でi；lli明される抗1nicrQSα11e抗俳は

　　も検出されるようになった。著麹よ颯急性甲状腺炎に　　　濾胞上皮細胞の障翻狽予とみなされている54）。一搬に
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亜急性甲状腺炎でω：，その発病の初期に甲状腺濾胞の　　　に伴って正常化する直戯向のある二とは1血L？11f嶋κM川’

崩壊が認められることから，t。y，Q91・b・li・棚1なら　1i・をこおける鋤雄くli・隙であって，…儲ll蜘耽

びにmi，，Q，。m，抗1京のII賭が比較1「1勺，藍か向nL・1・にllli　」nL7、穿・・…繕1・b・li・’U濫γ一【－0・64の11111～魁・焔～州∫『1”

出することが考えられ，したがって薗L中の抗体陽性～糸く　　る。

が高いと予想される。しかし抗体のLl現は抗1暢（刺戟に　　　9．　薫急｛！k甲状腺炎の赤lllし球沈降浦度は，　ll占訓1症状

対しで一定の抗体曲線鮒っているから，1疏1こ於け　の・購と斯敏灘オし赤1鱒沈降漁芝と嘱1’：撫1

るlnLlト1抗体の出現【1寺期にはつれがあると労えられる、，　　　旧との闘にはγ篇十｛｝．47び）州関が認められイh，

すなわ・ら，本症に：1δいては発病より以前にすでにmi　　　ユ｛〕．慢性甲状腺炎，　ill状腺機能”じ進lllll恕性甲1医腺

cros（，me抗原が1血LII［に漏出していることが推測され　　　111il，噸純1∠【i甲状｝！泉腫等の血Ill∫坤を1分画はいつ’h　illll常

る。しかも抗micrOSOme｛y’L体のみ陽1｛生尋力1、liく，抗　　　範【堀にある。

thyroglobulin抗体がほとんど検出されない点よりみ　　　　11．対照の‘血疫グr・ヅリンは，1鼠G　1481．⇔，｝：」2LO

れば，本症における［llui・の4，’〔mi・r。・・…抗1柳ll槻　剛・昭，　IgA　249・1｝し・i2Lll卿4召，1醐169・：1届7・5剛

は濾胞の崩壌とはil尼1：接関係ないものと考えられ，しノこ　　　（昭であイ｝。

がってi血L巾杭micros｛）lne抗体は本症の病囚とは関係　　　　12、　il｝i急性ql状腺；1ξプ，未治療時にllけゐ‘ll疫シ1ビノ

ないものの如くである、、　　　　　　　　　　　　　　　リソ鵬　取Gの増加／’～特微的・r：・，！～，って、副得皮’‘ll小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルモン1こ」二る治療に、1ン：ジぐも1．1二・星二ん、L“1！助1疏い、，

　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　13，亜急性lil状腺；炎においては抗lhyr叫τk巾llliIl抗

　璃者は亜急性甲状｝1泉炎の［nl溝蛋白分画に」，いてこれ　　　体はほとんど｝疲出されない、、・方1抗miぐ鞠8‘111K，抗

を糊拍の面から研究しさらに鯉欝・1触揚力・らも　体の剛鋼嫡㌧・がそ鋤淋鯨よ一搬にひくも臨床

検尉を加えて次の如き結論靴得鵡、　　　　　　　　　　経過が長くなるにつれて嗣くなゐ傾1司がある。

　1．　対照のi血L濡i蛋白分画は，albumin　73・1出3・1％，　　　14・すなわち，11ill｛二1、性甲状腺炎に二掴けるllll滑鰍i「1うナ

・rgl。b・1i・2，7土3．5％1・・－gl。b・1i・5・9」・（）・9％，β一・　il肋異常｝・1：γ…gl。b・di・ならび量こ・2慈1。b・iin・蝋力11

91。b。li・5．8土0，7％γ・玄1。b・li・12阯2・3％である・　であって，γ・・窟1。b・IU・の増加職蟹I　Iと朗鰍1爾1』

　2，　1匝急性111状腺炎の未治療11寺・｝こおけ嚇る血溝蛋白分　　　あるが・‘ビ2一担‘，bulinび）増力11は．Lとtてr堕位糖畿i’1

1山1では，α2－glQbulinならびにγ・・globuli11が増加し，　　の増加にもとつくものであ・）て，甲状li鴉．：織す訓／己
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